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研 究 課 題 地形変化に関わる節理系の挙動に関する研究 
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概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

地形の形成と変化に，節理系の発達は密接に関わっている。シーティング節理に関しては，

その成因に除荷作用・造構応力のほか，日射や山火事による地表附近の岩石の熱膨張や，化

学的風化に伴う岩石の膨張なども関わり地形変化に貢献する。本研究では，熱（日射）によ

る節理系の挙動と地形変化との関係を検討する端緒として，露岩に発達するフレーキング現

象を気象変化と連動させてとらえ，ミクロな地形変化との関わりについて検討した。研究対

象としたのは，西オーストラリア・バラップ半島の岩塊斜面を構成する岩塊で，その表面に

はフレーキングによって生じたと考えられるおよそ長径 20cm 以下の剥離痕が認められる。 

研 究 
 
 

の 
 
 

結 果 

 岩塊斜面は，およそ 2990Ma のダンピア花崗岩体に 2725Ma に貫入してきた斑れい岩と文

象斑岩からなる。岩塊表面は岩石ワニスの発達により褐色を呈し，先住民が描いた岩絵が多

数認められるが，フレーキングにより剥離している箇所も多い。本研究では，2020 年 3 月以

降収集きたフィールドデータに新たに取得した Karratha Aero（Bureau of Meteorology）の

毎分観測データを加え，おもにフレーキングの成因を検討した。その結果，岩塊の未風化部

の色彩（CIE L*a*b*表色法）は a*が零付近，b*が 5～6 に分布した。これに対してワニスの

色彩は a*が 5～12，b*が 7～11，フレーキング部は a*が 6～9，b*が 11～16 の範囲であった。

また，岩塊表面の硬度は未風化部のそれより最大 50%も低く，風化の進行（強度低下）が認

められた。岩塊表面では，平年降水量約 300mm の乾燥した気候環境のもと，最高温度≧61℃，

日温度差 46℃が記録された。岩塊表面では，曇による直達日射の遮断や降雨などのイベント

で急速な温度変化が生じ，温度変化速度は最大約+1.3℃/min，最小約－1.5℃/min であった。 

研 究 
 

の 
 

考 察 
・ 

反 省 

岩石ワニスの発達する岩塊表面の色彩は，色差の分析結果（a*－b*ダイアグラム）からお

もにヘマタイトの生成によると推察される。一方，岩塊表面で計測された温度条件は，実験

的に得られた岩石の熱衝撃破砕の閾値には及ばないことを示している。このため，岩塊表面

で強度低下は認められるものの，フレーキングに日射による加熱・冷却が関わっている可能

性は低いと推察された。本研究では，とくに岩塊表面の温度環境や温度変化速度の一端が明

らかにされたものの，岩塊表面のフレーキングについては，今後の課題として熱疲労破砕と

熱応力場および他の風化プロセスについて検討することが残された。 
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